
市議会からのお知らせ

76 くまもと市議会だより ● 令和6年（2024年）12月 第52号くまもと市議会だより ● 令和6年（2024年）12月 第52号

締めくくり質疑（令和6年9月25日）
令和6年度 熊本市一般会計補正予算
●市庁舎整備関連経費
●市電延伸経費

令和5年度 熊本市各会計（公営企業会計を除く。）決算
●本庁舎等整備の在り方に関する有識者会議関連経費
●公共施設等総合管理計画
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●新庁舎整備事業
現庁舎の耐震性などの課題や大規模改修と比較した
財政面の有利性など、情報が市民へ行き届いていない
と強く感じるため、建て替えの根拠と妥当性について
分かりやすく、適切なタイミングで行ってもらいたい。

また、合併推進債が活用できることを好機と捉え、長
期的な視点での維持補修計画に加え、定員管理計画
との連動やIT関連技術の進展など、情勢の変化に対
応可能な執務環境を整備してもらいたい。　

●天明みらい学園
開校に向けた準備については、滞りなく進
めるとともに、閉校する地域への事前周知
を徹底し、地域住民の思いにも十分配慮し
ながら取り組んでもらいたい。

●町内自治振興補助金
交付規則の見直しにあたっては、自治会の担い手不
足や高齢化も進んでいるため、申請手続きが煩雑に
ならないよう慎重に取り組んでもらいたい。

●障がい者福祉タクシー利用券
他都市の状況も踏まえ、利便性の向上を図るととも
に、障がい者にやさしいまちづくりの観点から、予算
増額をともなった制度の拡充を求めたい。

●フッ化物洗口事業
本市のこどもの虫歯の有病率が高いという状況を踏
まえ、対象とする小学校学年を拡大するよう、早急に
取り組んでもらいたい。

●江津湖における指定外来魚駆除
生態系維持のために重要な取り組みであり、市民の参加
によりさらに効果を得られると思うので、指定外来魚の取
り扱い方法や活動内容のさらなる周知啓発に努めてもら
いたい。

●ごみ減量に向けた３Ｒの推進
市民が食品ロスを身近な問題として捉えられるよ
う、情報提供の手法に工夫を凝らすとともに、ごみ減
量に向けた重点的な取り組みとして、充分な予算を
確保の上、推進してもらいたい。

●高齢農業従事者へのサポート
夢と活力ある農業推進事業について、スマー
ト農業の技術が進歩する一方、農業従事者の
高齢化も進んでいくことから、高齢者への技
術面でのサポート強化に努めてもらいたい。

●ひごまるリニューアル提案
宿泊税の導入や観光戦略に取り組む中、熊本市のイメー
ジキャラクターである「ひごまる」について、観光コンテン
ツとしてより活用していくため、デザインのリニューアルを
検討してほしい。

●上熊本駅歩行者通路の屋根
雨漏りを確認した時点で、修繕などの安全対策を速やか
に行うべきであったと改めて指摘したい。また、今後管理
者としての責任を真摯に受け止め、対応されるよう要望
する。　

●自動運転バスの実証実験
安全運行のための取り組みに加え、自動運転
への機運醸成を図るため、市民や観光客に向
けた積極的な周知広報に努めてもらいたい。
　

分科会・委員会の審査概要

議案番号・件名

議第190号

議第194号

議第195号

議第236号

議第240～２４４号

令和６年度熊本市一般会計補正予算

熊本市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の
一部改正について

熊本市立小学校及び中学校設置条例の一部改正について

熊本市国民健康保険条例の一部改正について

財産の取得について（追認）
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主な議決結果 各議員の賛否については、熊本市議会ホームページの議員名簿をご覧ください。
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11月29日(金)～12月19日(木)第4回定例会は、
詳しい会議日程は熊本市議会ホームページをご覧ください。

★傍聴についてのご案内
本会議を傍聴希望の方は、本会議の開催される日に議会棟5階、受付にお越
しください。なお、傍聴される場合は、マスクの着用や検温、手指の消毒など
感染症対策にご協力をお願いいたします。

★点字・音声版を発行しています
希望される方は、下記の議会局までお電話いただくか、必要事項(住所・氏名・
電話番号・点字か音声のどちらを希望するか)を記載の上、メール・ＦＡＸ・郵便に
てご連絡ください。

★会議録の閲覧ができます
平成３年以降の定例会・臨時会会議録及び平成１５年５月以降の各委員会会議
録を熊本市議会ホームページに掲載しています。それより以前の分について
は、議会図書室等で閲覧することができます。

★インターネット中継をしています
定例会、臨時会の本会議及び予算決算委員会は、熊本市議会ホームページで生中
継・録画中継を行っています。また、委員会は、無料動画配信サービス（YouTube）
にて配信しています。詳しくは熊本市議会ホームページをご覧ください。

★熊本市議会ホームページの音声読み上げサービスを
　ご利用ください
ご高齢の方や視力の弱い方、目の疲れやすい方にも快適にホームページをご
利用いただけるよう、熊本市議会ホームページに音声読み上げサービスを導
入しています。

★皆様のご意見をお寄せください
市議会だよりをさらに良いものにしていくためにご意見・ご感想を募集してお
ります。
送付先：下記の議会局までお願いします。

　公職選挙法の規定により、議員が年賀状等のあいさつ状を出すことは制限されておりますことから、年末年始のごあいさつは失礼させていただきます。
　皆様にはご理解いただきますようお願い申し上げます。

次のような事項に
つきまして、
公職選挙法で

禁止されています。

議員の寄付禁止 時候の挨拶状の禁止
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　●答礼のための自筆によるもの
　　を除き、議員が年賀状や寒中
　　見舞い等時候のあいさつ状を
　　出すこと。

　●本人が出席しない場合の結婚祝や香典
　●地域の行事(祭り等)への寄付(御樽)や差し入れ
　●葬式の花輪、供花　●病気見舞い
　●入学、卒業祝い　　●お中元やお歳暮

予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門
別に行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。

本会議中継 委員会中継
会議録

スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

スマートフォン等で読み込むことで、インターネット中継の録画映像をご覧いただけます。

可決された意見書 市議会では、国会または関係行政庁に意見書を提出することで、議会としての
意思を表明します。第３回定例会では、3件の意見書が可決されました。

発議第 9 号
発議第10号
発議第11号

戦没者の遺骨収集を着実に推進することを求める意見書

選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書

義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

※発議第9、10号は、
　全会一致で可決されました。

〒８６０-８６０１ 熊本市中央区手取本町１番１号
ＴＥＬ．０９６-３２８-２６８４（議会局政策調査課）
ＦＡＸ．０９６-３２４-３２８４

発　　 行／熊本市議会
編集・文責／熊本市議会広報委員会

電子メール 
gikaiseisakuchousa@city.kumamoto.lg.jp

　いつも「市議会だより」をご愛読いただ
き誠にありがとうございます。私たち広
報委員は市庁舎建て替えや市電延伸な
ど、重要な案件を「市議会だより」を通じ
て皆さまに少しでも分かりやすく、関心
を持って頂けるよう作成に努めておりま
す。皆さまからのお声をお待ちしており
ます。
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（１０名）  

松本 幸隆　議会広報委員

齊藤博委員島津哲也委員長 山内勝志委員

古川智子委員 中川栄一郎委員 木庭功二委員松本幸隆委員 村上麿委員

伊藤和仁副委員長 髙本一臣委員
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こどもの未来応援基金関係経費質
疑3

計画通りに実施できたのか。こどもの居場所を提供している施設同士の
意見交換会などを開催してはどうか。

決算状況報告書質
疑1

提案理由説明で取り上げた一部の事業が報告書に記載されてない。総
括質疑や委員会で取り上げた事業も含め、重要度に留意して報告書を作
成する事を求める。また報告書への記載基準について、1ページに５つし
か選べない事は課題ではないか。

不用額調書質
疑2

不用になった理由について、後で予算が過大であったとの批判に対し、議
会や市民が納得できる情報の提供を求める。また不用額が発生した事で、
予定していたサービスが十分に執行できない事がないよう対策を求める。地方自治体の情報システムの標準化の進捗状況4

住民基本台帳など基幹的な情報システムが全国標準化される。市に過度
な負担がないよう国に財源措置を強く要請すべき。　

質
疑

民間委託における「履行評価制度」の導入5
職員数が限られ、民間委託が増加している。業務やサービスの質を高く
保つために履行評価制度を導入してはいかがか。　

質
疑

盛土規制法施行に伴う危険な盛土の監視と防止6
市街地などでの土石流被害を防ぐため
盛土規制法が施行されたが、監視体制や
原状回復命令のさらなる強化が必要。

質
疑

周辺に悪影響を及ぼす危険な空き家対策7
空き家対策のための組織強化が必要。倒壊、落下で人身被害などが起き
た場合の行政責任をどう考えているのか。　

質
疑

市民病院への救急ワークステーションの設置8
救命率の向上や救急隊の教育の拠点として東消防署に近接する市民病
院に救急ワークステーションを設置してはいかがか。　

質
疑

市が450億円投資した熊本城ホールの収支が毎年赤字でいいのか質
疑1

稼働率が目標に届かず、大規模催事が誘致できていないのはホール整
備への税金投入450億円が問われる問題。

こども医療費助成制度は「完全無料化」実施を質
疑2

自己負担があるのは県下で熊本市と宇城市
のみ。必要額7億円を確保し無料化を。

学校施設の維持・監理補修、バリアフリー化は計画的実施へ
予算確保を

質
疑3

トイレ洋式化、外壁改修・屋上防水、バリアフリー化などは計画的に実施
すべき。

小中学校図書館充実経費質
疑3

児童・生徒の読書環境、そして学びの機会の創出に影
響を与えることがないよう、学校図書に関する適切な
予算の確保と執行を今後も切れ目なく行ってほしい。 

節目年齢歯科検診質
疑4

今年度からさらに対象年齢に20歳と30歳が追加されたので、個別受診
勧奨と併せ、効果的な周知・啓発を行っていただき、市民の歯の健康推進
により一層の取り組みを求める。

中小企業等DXアクセラレーション事業質
疑5

デジタル化を進めたくても躊躇している中小企業が、今後も広く支援を
受けられるような事業展開をお願いする。


